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臨時事役員会報告

幹事報告
幹事　石井和郎君

２月２１日　　米山晴敏君

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

皆様、お元気でしょうか。

早、2月の定例会も本日が最終です。支援事業で2月6日

～2月11日にカンボジアへ行きましたが、参加された皆様

が今日も元気に出席してくださっていて私は安心しており

ます。カンボジアでの行程では少し危ない環境もありまし

たが無事で何よりです。

昨日、地区ガバナーより新型コロナウイルス感染拡大防止

のための例会についてのガバナンスの通知を受け取りまし

た。各テーブルに通知文書を配置しましたのでご覧になっ

てください。本日例会後に臨時理事会を行い、今後の対

応を決定したいと思っています。ご配慮よろしくお願い致し

ます。

      

①本日例会後、コロナウイルスの感染拡大防止対策のた

めの緊急理事役員会を行います。

入会記念日

石井（司）君、伊丹君、大庭君、篠木君、杉山（順）君、

鈴木（俊）君、鈴木（真）君、田中君、中本君、服部君、宮澤君、

山口（雅）君、渡邊君

(＊出席免除会員の欠席者　片野君、山本君）

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

１９/３５　　 　　　５４．２９%　　　　２７/３５　　 　　　７７．１４%

２０/３３　　 　　　６０．６１%　　　　　　　　  　　　　　３５名

 

開催日：令和2年2月２８日（金）13時40分

１．会長挨拶：コロナウイルスの感染拡大防止に伴う対応

について討議してください。

２．３月６日（金）、３月１３日（金）例会中止　　　了承

３．４月１２日（日）家族例会中止　　　　　　　　　了承

４．４月１０日（金）例会開催　　　　　　　　　　　　了承

５．欠席者に以上を連絡、賛否を取り決定する。



今日の料理

「米国メキシコ国境の因縁」卓話

原　兄多君：本日卓話です。趣味に関することをお話しま

す。

加藤正幸君：パッケージプラザカトウから恒例のビッグセ

ールあります。３月３日（火）～７日（土）までです。どうぞご

利用ください。配達もします。昨日、第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ次年度会

長幹事会がありました。いよいよ次年度役スタートです。

皆様のご協力お願いします。

米山晴敏君：仕事の都合で早退させてもらいます。原さん

卓話聞けずに申し訳ありません。

小林　勝君：打合せの為早退させていただきます。原君、

卓話を聞けなくてすいません。

スマイルボックス

韓国歴史教科書に見る日本の歴史

本日は、私の趣味に関連した話をさせていただきます。

私が入会した当時、加藤さんが職業奉仕委員長で「私の

職業と趣味」と言う冊子を作成しました。

その際に、私の趣味の欄に「マラソン、読書（歴史関連）」を

記載しました。

職業については、一番最初の卓話においてお話ししたの

で、いつか趣味について話せる機会があれば良いな～と思

いつつ5年が経過し、本日ようやく趣味についてお話しをす

る機会に恵まれました。

マラソンについては、最近真面目にやっていないので、い

つかまたの機会にお話しするとして、本日は「読書（歴史関

連）」について、卓話をさせていただきます。

「歴史」と言うと苦手意識があり、すぐに眠くなってしまう方も

いるかと思いますので、少しでも興味を持っていただける話

題を取り上げたいと思い考えたのが、本日のお題「韓国歴

史教科書に見る日本」です。

戦後最悪とも言われる日韓関係ですが、その根底にあるの

は「歴史認識」であることは異論はないかと思います。

例えば、教科書検定に合格した教科書の記述や閣僚の靖

国神社への参拝等に、韓国や中国が反発するのは毎年の

風物詩のようになっています。

特に、歴史教科書問題については、「過去の侵略の歴史を

美化している」「正しい歴史を教えていない」「歴史を直視

せよ」等々の批判が寄せられます。

それでは、韓国の言う「正しい歴史」とはどんな歴史なので

しょうか？

そんな疑問を解決するために手に取ったのが、「世界の教

科書シリーズ39　韓国の歴史教科書　高等学校韓国史」で

す。

本日は、本書の中から日本に関する記述を抜粋してご紹介

したいと思います。

時間の関係上、本当に知らなければならない近現代史はご

紹介できませんが、別の機会でご紹介したいと思います。

本日の卓話が、隣国を知るうえで、またグローバルな視点を

持つうえで、少しでも役に立てば幸いです。

原　兄多君


